（様式２－１）
国際科学技術コンテスト支援事業　企画提案書
（科学オリンピック（国際大会・日本開催））
	ふりがな
	

	実施機関名

	

	ふりがな
	

	実施責任者名
（役職、氏名）
	

	所在地
	〒

	連絡先　
	電　話：
ＦＡＸ：
E-Mail：

	ふりがな
	

	実施主担当者名
（役職、氏名）
	

	所在地
	〒

	連絡先　
	電　話：
ＦＡＸ：
E-Mail：

	
	

	開催する

国際大会の名称及び日本開催年度
	


１．　日本開催する国際大会の概要・開催の目的
選考においては「募集要項のⅤ．審査の観点２．(1)」に基づいて提案の実効性や有効性を審査することから、その観点について漏れなく記載すること。
	（１）国際大会の概要

・名称、主催者、開催趣旨、開催回数、大会実施内容について。
（２）参加の規模

・参加国・地域数、参加選手数および我が国からの参加実績（直近３回分）について。


	（３）開催の目的・目標

	概要
	定量的な指標
	目標値

	・大会を主催し、日本において開催することの必要性、どのように人材育成への貢献がなされるか、期待される効果や達成したい目標を、その実現の方策と併せて記載すること。
・定義した目標のうち定量化可能な項目は、右欄に目標値とともに記載すること。

	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


２．　開催計画
選考においては「募集要項のⅤ．審査の観点２．(2)」に基づいて提案の実効性や有効性を審査することから、その観点について漏れなく記載すること。記述欄が不足する場合は適宜、拡大すること。
	（１）日本開催の概要
・開催年度、開催日程、開催会場、参加規模（日本開催時の参加国数・参加者数の見込み）等について。
（２）プログラムの概要
・期間中のスケジュールおよび予定している各プログラム（試験の内容、表彰の方法、エクスカーション、交流機会、開会式・閉会式等）の概要について
（３）広報普及
・期間前広報および期間中・事後の成果の普及について予定している取り組み。特に、日本で開催することの意義・効果を最大化する観点から注力しようとしている点があれば併せて記載すること。



３．　準備スケジュール
選考においては「募集要項のⅤ．審査の観点２．(3)」に基づいて提案の実効性や有効性を審査することから、その観点について漏れなく記載すること。記述欄が不足する場合は適宜、拡大すること。
	（１）開催年度に向けてどのようなステップで準備を進めていくかについて。



４．　実施体制

選考においては「募集要項のⅤ．審査の観点２．(3)」に基づいて提案の実効性や有効性を審査することから、その観点について漏れなく記載すること。記述欄が不足する場合は適宜、拡大すること。
	（１）運営組織の体制、委員会等組織図
・全体の運営体制、組織図、各組織の役割について。なお、個人名は記載しないこと。
（２）事務局体制

・人員体制と各人の役割、専任か兼任かについて。なお、個人名は記載しないこと。
（３）運営組織と申請機関との関係

・上記（１）、（２）の運営組織と申請機関との関係について。
（４）主催、共催、後援等




５．資金計画
選考においては「募集要項のⅤ．審査の観点２．(3)」に基づいて提案の実効性や有効性を審査することから、様式２－２に記載の上、その観点について漏れなく記載すること。記述欄が不足する場合は適宜、拡大すること。
	（１）
資金計画

・実現可能性の高い資金計画となっているか。
（２）ＪＳＴ支援金以外の収入の確保の計画
（３）活動の効率化
・限られた予算の中で取組を拡充するための方策、取り組みを維持しながら支出を減らす方策等について




